
(1)担当支部　 北海道支部 10981
分水嶺区分 2005年 5月 4日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
海川敏雄 10981
片岡次雄 12093
清水和男 13007

計 計　

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 出戸二股１km手前 140 13 41 33 22.4 180 6:15
分水嶺到達点 千軒平北250m 140 9 41 34 29.8 945 11:10 11:15 B-4
　 江良岳 140 9 41 34 39.2 1,004 11:40 12:00 B-4
H233 燈明岳931m 140 10 41 35 19.0 929 12:30 12:35 B-4
　 P810m地点 140 10 41 35 11.3 809 13:10 13:10 B-4
　 P819m地点 140 10 41 35 23.5 817 13:20 13:25 B-4
　 （引き返す）
　
分水嶺離別点 P810m地点 140 10 41 35 11.3 809 13:35 13:35 B-4
歩行終了点 出戸二股１ｋｍ手前 140 13 41 33 22.4 180 17:30

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）
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会員番号：　海川　敏雄
(3)山行日：江良岳(大千軒岳肩)～H233燈明岳～819m地点

名

事務局整理記入欄 北海道－175
晴

　七ツ岳

３名

函館～R228～福島町千軒～知内川の林道                                                                                                          
大千軒岳知内川コース・奥二股～広河原～銀座右股～分水嶺・江良岳～燈明岳～819m地点

　大千軒岳
  大千軒岳
　大千軒岳
　大千軒岳

保存
状況

50.8

特記事項

２．尾根上には笹やヤナギ・ウツギ等が繁茂し、その周辺にブナやダケカンバが見られる。

　燈明岳の南西斜面は所々雪が解けていて、薮漕ぎを強いられた。〈燈明岳～810m〉間に大量の熊の足跡が見られた。
　どり駐車地点へ。
　を踏査した。帰路は、P819から引き返してP810m地点の南西尾根から知内川の金山番所0.77km下流へ下降し、往路をた

10時間30分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

　の北0.25km地点〉へ。「千軒平～江良岳（大千軒岳肩）」間は昨年6月に踏査報告済み。今回は〈江良岳→燈明岳→P819〉
　大千軒岳知内川コースの出戸二股1km手前に駐車。〈奥二股→広河原→金山番所→銀座の右股〉を経て分水嶺〈千軒平

１．荒地（お花畑）になっている。

　七ツ岳
　大千軒岳 40.7

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

　特記すべきことなし。

　春を迎え、熊達もいよいよ活発な活動を始めたらしい。天候にも恵まれ、春山の素晴らしさを存分に楽しめたと思う。
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